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第 1 章 建設コンサルタントを取り巻く状況 

 

第２章 建設コンサルタントを取り巻く状況 

 

 

防災教育の新たな挑戦 

 中国支部防災委員会では、平成 17 年から小中学生と高齢者を対象とした防災教育を継続して

おり、令和 6 年は小学校 1 校、中学校 3 校、公民館 5 箇所の防災教育を行いました。3 年前か

ら、これまでの防災教育を発展させる新たな取組みにも挑戦しています。 
■防災教育の基本 

授業の流れは次のとおりで、①②は座学、③はグループ、又は個人での実習です。 

① 自然災害ってなに？ 

② 警戒・避難について 

③ マイ・タイムラインとハザードマップの作成 

■資料づくりのポイント 

座学の資料は、学区内の危険箇所・避難場所、避難する上

で注意が必要な道や水路などを事前に現地調査し、児童・

生徒や高齢者がイメージしやすい題材や映像を利用して

学習資料を作成しています。また、防災教育後、家庭内で防災について話ができるよう、ま

た豪雨時や地震時の避難に役立つよう、自宅が入ったハザードマップを自分達の手で作成を

してもらっています。 

■取組み①「大学との連携」 

これまで技術士会中国本部と連携して防災教育を行っ

てきましたが、担い手確保に繋がるような建設コンサル

タントの魅力発信を視野に、地元大学との連携による防

災教育に取り組んでいます。（令和 6 年度は 2 大学と連

携、右写真の左側は大学生） 

■取組み②「実施地域の拡大」 

広島在住の委員が多いことから、これまでの防災教育は

広島市中心で行っていました。令和 4 年度から活動の範囲を拡げ、技術士会岡山県支部の防

災委員会と連携し、岡山市での防災教育にも取組んでいます。（令和 6 年度は 3 箇所で実施） 
■取組み③「災害に対する当事者意識の醸成」 

当委員会の防災教育では、児童や生徒に災害に

対して当事者意識を持ってもらうことも大切

だと考えています。そこで一昨年・昨年に作成

した時系列に沿ったストーリー仕立ての防災

冊子を使用し、自分の身に災害が迫った時の行

動を考えてもらうプログラムを追加して防災

教育を実施しています。 

■今後の課題 

 頻発する災害により災害・防災への関心はます

ます高くなっている一方で、避難する人の割合はそ

れほど増えていません。このことを踏まえ、新たな取組みにも挑戦しながら、子供達や地域

の人が災害をより自分事として考え、避難行動に繋がるよう、防災教育を継続していきたい

と考えています。 

左は大学生、右は委員 

防災冊子：土砂災害編 

支部のトピックス（中国支部） 




